
　【制度イメージ】

発注時

契約時 余裕期間

　【工期設定の事例】

発注時

契約時
余裕期間
（30日）

全体工期（余裕期間と実工期の合計）

余裕期間（60日） 通常工期（210日）

工事開始日の設定範囲

全体工期：255日（余裕期間：30日＋実工期：225日）

実工期（225日）

上田市建設工事余裕期間制度（フレックス方式）

余裕期間 通常工期（工事に係る準備期間と後片付け期間を含む）

工事開始日の設定範囲

実工期（受注者が工事開始日と工事完成日を設定）

実工期（工事に係る準備期間と後片付け期間を含む）

R7.1.24

工事完成期限日工事開始期限日

工事開始日 工事完成日

・測量、資機材の搬入等の準備工事を含め、工事着手は不可

・現場に搬入しない資機材の準備や労働者の手配は可能

・主任技術者、監理技術者、現場代理人の配置は不要

工事完成期限日までに工事完成日を設定

工事開始期限日

（R7.8.9）

・契約書に記載する工期は、全体工期

・契約締結後に余裕期間や実工期を変更する場合は、発注者と協議の上、変更可

・契約締結後に全体工期を変更する場合は、変更契約の締結が必要

工事開始期限日までに工事開始日を設定

契約締結日

契約締結期限日

（R7.6.10）

工事完成期限日

（R8.3.6）

※ 契約締結期限日＝落札者決定日（R7.6.5）の翌日から5日目（休日含む）

※ 余裕期間＝60日

契約締結日

（R7.6.10）

工事開始日

（R7.7.10）

工事完成日

（R8.2.19）

実工期は、通常工期の日数より長期間又は短期間で設定可

ただし、通常工期の日数を超えた期間など、余裕期間や実工期の設定に

伴う積算上の割増は行わない

標準工期算定表等に基づき発注者が算出した工期

契約締結期限日

60日程度（上限180日）


